
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」の
講

師
を「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」と
い
い
ま

す
。
ま
た
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を

持
ち
、
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を

行
う
人
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
「
鹿
屋
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト
連
絡
会
」
は
市
内
の
介
護
事
業
所
に
勤

務
す
る
職
員
で
構
成
さ
れ
、
会
員
数
は

１
４
５
人（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）。

年
間
30
回
以
上
の
講
座
を
開
催
し
、
毎

年
１
，
０
０
０
人
以
上
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

普
及
啓
発
活
動
等
の
実
施

　
「
行
方
不
明
者
捜
索
訓
練
」
の
実
施
や

「
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催
に
よ
る
普
及

啓
発
な
ど
も
私
た
ち
の
重
要
な
任
務
で

す
。
ま
た
、
認
知
症
を
患
う
と
判
断
能
力

が
低
下
し
、
消
費
生
活
に
関
す
る
被
害
を

受
け
や
す
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

年
は「
消
費
生
活
に
関
す
る
高
齢
者
の
ト

ラ
ブ
ル
」
に
つ
い
て
講
演
の
開
催
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
理
解
と
関
心
を

　

認
知
症
は
、
不
安
や
混
乱
、
パ
ニ
ッ
ク

や
恐
怖
と
い
っ
た
感
情
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
そ
の
心
に
寄
り
添
う
た
め
に
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
他
人
事
で
は
な
く
自
分
の

こ
と
と
考
え
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
が
地
域
全
体

に
広
が
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

行
方
不
明
者
捜
索
訓
練

　

昨
年
11
月
に「
行
方
不
明
者
捜
索
訓
練
」

を
行
い
ま
し
た
。
町
内
会
単
位
で
訓
練
を

行
う
の
は
市
内
で
初
め
て
の
こ
と
。

　

私
が
会
長
に
な
っ
て
か
ら
今
年
で
10
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、
高
齢
者
の

行
方
不
明
に
よ
る
対
策
本
部
の
設
置
が
２

度
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
頃
の
訓
練
の
重

要
性
を
感
じ
て
実
施
を
決
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
会
の
住
民
や
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
の
方
々
な
ど
総
勢
１
０
０
人
が

参
加
。
対
策
本
部
の
設
置
場
所
と
な
る
集

落
セ
ン
タ
ー
か
ら
半
径
２
km
以
内
の
エ
リ

ア
内
を
５
か
所
に
分
け
て
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

事
前
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
、
と

て
も
大
変
で
し
た
が
、
徘
徊
を
し
て
い
る

人
に
対
す
る
声
掛
け
の
仕
方
や
保
護
し
た

後
の
対
応
な
ど
、
地
域
全
体
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
先
月
は
、
地
域
住
民
か

ら
通
報
を
受
け
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
に
保
護
し
て
も
ら
っ
た
事
案
が
あ

り
、
訓
練
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」は
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
開
催
は
月
に
１
度
で
す
が
、
運
動

や
ゲ
ー
ム
、
料
理
や
食
事
な
ど
毎
回
約
40

人
が
参
加
す
る
人
気
の
サ
ロ
ン
で
す
。
た

だ
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
安
否
確
認
が
で

き
た
り
、
運
動
や
会
話
を
行
う
こ
と
で
脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
り
ま
す
。

日
頃
の
連
携
が
大
事

　

町
内
会
の
班
長
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
近
隣
の
介
護
事
業
所
な
ど
と
密
に

連
絡
を
取
り
合
う
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
普
段
か
ら
連
携
が
で
き
て
い
れ
ば
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
も
迅
速
に
な
り

ま
す
し
、
関
係
機
関
の
助
け
を
も
ら
い
や

す
く
な
る
の
で
、
日
頃
の
連
携
が
一
番
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

「大隅地区認知症セミナー」を開催します！

●日時　６月 29 日（土）13:00 ～ 15:20
●場所　リナシティかのや３階ホール
●講師　丹

たん

野
の

 智
とも

文
ふみ

 氏（44 歳）
※ 39 歳のときに「若年性アルツハイマー
　型認知症」と診断される
※参加を希望する場合は、事前にご連絡
　ください。

問グループホームいきいき館（田中）
　℡ 0994-42-7112

鹿
屋
市
認
知
症

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
会

田た

中な
か 

穂ほ

積づ
み 

会
長

西
祓
川
町
内
会

福ふ
く

永な
が 

勝
ま
さ
る 

会
長

認知症を地域で支える

サポーター養成で支える

町内会で支える

▲�４月の「ふれあいサロン」ではお好み
焼きを調理。笑顔で食事や会話を楽し
んでおり、賑やかな様子でした。

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム

　

市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看
護
師

や
介
護
福
祉
士
等
の
保
健
福
祉
に
関
す
る

有
資
格
者
や
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
な

ど
で
構
成
す
る「
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ー
ム
で
は
、
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
人
や
そ
の
家
族
の
初
期
支
援
を
包
括

的
・
集
中
的
に
行
い
、
次
の
よ
う
に
自
立

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら「
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
」
を
新
た
に
配
置
。
介
護
事
業

所
の
相
談
窓
口「
オ
レ
ン
ジ
の
ま
ど
」
と

連
携
し
て
、
認
知
症
支
援
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

施設名 所在地 電話番号

市地域包括支援センター  吾平町麓 51-1 0994-45-6969

寿８丁目サブセンター
（ヴィラかのや）

 寿８丁目 21-2 0994-40-3751

寿２丁目サブセンター
（朋

ほう

愛
あい

園
えん

）
 寿２丁目 2-1 0994-41-2431

大浦サブセンター（悠
ゆう

々
ゆう

）  大浦町 14028-6 0994-40-9855

花岡サブセンター
（花岡の里）

 花岡町 3979-1 0994-46-5151

大姶良サブセンター
（慈

じ

恵
けい

園
えん

）
 大姶良町 226 0994-48-2800

下祓川サブセンター
（鹿屋長寿園）

 下祓川町 1800 0994-40-8333

輝北サブセンター
（みどりの園）

 輝北町市成 1177 099-485-1185

串良サブセンター
（以

い

和
わ

貴
き

苑
えん

）
 串良町下小原 3103-2 0994-62-8881

吾平サブセンター
（陵

りょう

幸
こう

園
えん

）
 吾平町麓 3811-2 0994-58-5900

市地域包括支援センターの相談窓口一覧

ま
ず
は
ご
相
談
を

　

チ
ー
ム
が
関
わ
る
こ
と
で
、
認
知
症
の

症
状
の
悪
化
に
よ
る
本
人
・
家
族
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
や
、
受
診
の
遅
れ
を
防

ぐ
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
状

況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
認
知
症
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
相
談

先
が
分
か
ら
な
い
」
や「
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
方
法
が
分
か
ら
な
い
」
等
で
お
困

り
の
場
合
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

その人に適した医
療・介護サービス
等へつなげます。

支援の手順

自宅を訪問し本人
や家族の生活状況
等を聴き取ります。

鑑 別 診 断※ や チ ー
ム会議を行い、情
報を分析します。

※認知症の有無、原因疾患、重症度を見極める診断

▲�認知症初期集中支援チームの久
く

保
ぼ

園
ぞの

まさ子さん（右）、
大
おお

山
やま

真
ま

美
み

さん（中央）、認知症地域支援推進員の古
ふる

里
さと

広
ひろ

美
み

さん（左）

認知症をチームで支える

○グループホーム
認知症の人が共同生活をする
住宅で、介護スタッフによる
食事、入浴などの支援が受け
られます。

○認知症対応型デイサービス
介護施設に通い、食事、入浴
などの支援や、レクリエーショ
ン・機能訓練などを日帰りで
行う、認知症の人専門のデイ
サービスです。

▲�市内の介護サービス
事業所一覧

認知症介護に特化した
介護保険サービス
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